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G-} 奈良市制100前

奈良

砂環場に、地球にやさしい運転を 1

お知らせ号

2月1目、奈良向，.市制 100周年を迎えました.中央体育館で行われた配念式興にi彦、 4千
5百人が曾加.21世紀へ向。た「奈良市10 0年宣冨」が高らかに腕みよげらnました.
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にご協力
ください

. .. ... .. .. .自主納税と滞納・・.

.自主抽税制度一一一 豪復市で陪自主納削曜を権進しています

.市税の滞納

自主納腕撤廃と陰 納貌者のみ忽さんが定められた納脈問畏までに

自主的に飢視することで~.

楽療良甫で惨観視に安盆確実使，怒口座.笛開度のご利用を

お勧めしています.

定めsnた納視軍液までに納税し悲し、ととを滞納とし凡1表す.滞納
に定まると ます笛促状 ζ より納税を促~ととになの... たとえ

滞納伊うっかりした不注憲によるものであっても同じです.また

滞納した場合Ie:ld.，2伝来納めるべき視額のきかに高し叩j率の延滞

金も併営で納めていたどb"Jl1nぱ忽りまできん

.蒲納処分 布署犯を帯納したままでいますと紛湖限までに納められた納腕者

とOl炉事を保つため また大切忽市視を確保~るために やむ

を得す滞納している方の財産(不動産 電I~ 館料怨ど)を霊押

え さらにその財慶を公売するuど，滞納処分を行うことに忽り
撃す.

・市制を大切に ー ー とのよう慈市鋭悶滞納S 納観者にとって不和鍾であることl品

ちろん奈良市全体にとっても犬き広畑失と忽o.す.それ'"
滞納整理吃ために多額の費用ががかるがらです

市観，市民のみ~さ人ぷD大切~財重です 市授を有""ζ使うため
に納期内納付を守られるようと悔力をお・Mします. 

. 割税掴E量 生活を曾むよではどうしても納期澱までに腕視でを忽し喝合も

あるかと恩われますそのよう忽ときに惨納段通知書と印鑑を

ど符鯵のよ事前 ζ市役所の収後mで納秒剖亡ついての姻殴そして
ください.



平成g年度市税収入予算 . 
11"'.1:1億il.l'.ICI万円)の内訳 ・
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'97税を知る週間 『高校生の作文』より
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教育資
民生費

土木費

1 7 7 7内 学綬 幼稚園

社会教符や社会体宵 ，化施

般のニとなど
1 8 4 0同 各種医療
費や福祉鎗霞生活侠

動 膏少年 k性活動

の推進子供からお年

嘗町までの福祉の之と

恥
日
制
鴨

川

〈
帆
制
打

川
訪
問
担
保

司'

衛生費
公債費

1 2 2 0門 医療検企セ

ンター 公轡対策ゴミ
処理 し尿処理などの環

1 43 8岡 市債の慣還
と利チなどの支.い

総務費

1 2 0 5岡 市役所白銀
所公民館等の管理運営

広縁綾など 消防費

火災予防

その他
36 .同 市級会の.，智
賓 S提案 商工寮の誕典、
観光、予備費 情支出金

なと

r-ーーーーーーーーーー一一一一一ー一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーー可
1 所得税、市・ 県民視の申告怯早めに清ませましょう。 I

1 申告の霊付1..2月16日(月)か5抽まります。 I 
L_ーー ーーーーーーー」
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